
●�

支
配
者
が
変
わ
れ
ば
、
貨
幣
も

変
わ
る

　

マ
グ
リ
ブ
の
歴
史
に
お
い
て
、
貨
幣

は
、
王
た
ち
の
臣
民
に
対
す
る
支
配
の

道
具
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
時
に
抵

抗
の
手
段
に
も
な
っ
た
。
例
え
ば
、
モ

ロ
ッ
コ
南
部
の
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
で
発

掘
さ
れ
た
ミ
ド
ラ
ー
ル
朝
（
七
五
〇
〜

九
七
六
年
）
時
代
の
貨
幣
。
イ
ス
ラ
ー

ム
初
期
の
分
派
で
あ
る
ハ
ワ
ー
リ
ジ
ュ

派
（
ス
フ
リ
派
）
を
受
け
入
れ
た
ベ
ル

ベ
ル
人
（
北
ア
フ
リ
カ
の
先
住
民
）
の

王
朝
で
あ
る
ミ
ド
ラ
ー
ル
朝
は
、
サ
ハ

ラ
以
南
の
ガ
ー
ナ
王
国
や
イ
ベ
リ
ア
半

島
、
東
ア
ラ
ブ
世
界
と
の
交
易
で
栄
え

た
が
、
一
〇
世
紀
に
な
る
と
フ
ァ
ー

テ
ィ
マ
朝
（
九
〇
九
〜
一
一
七
一
年
）

の
領
土
拡
大
に
よ
っ
て
圧
迫
を
受
け

た
。
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
は
征
服
さ
れ
、

ミ
ド
ラ
ー
ル
朝
君
主
の
支
配
は
名
目
的

と
な
っ
た
。
王
朝
の
危
機
の
な
か
で
九

四
二
年
に
即
位
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ

ブ
ン
・
フ
ァ
ト
フ
は
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ

朝
の
支
配
か
ら
王
朝
を
救
う
べ
く
、
奇

策
を
練
っ
た
。
ま
ず
、
イ
ベ
リ
ア
半
島

の
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
と
の
同
盟
強
化
の
た

め
、
ス
ン
ナ
派
に
改
宗
し
た
（
対
す
る

フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
は
シ
ー
ア
派
の
一
分

派
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
を
奉
じ
て
い

た
）。
さ
ら
に
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の

カ
リ
フ
位
に
対
抗
し
て
、
み
ず
か
ら
カ

リ
フ
を
宣
言
し
、「
シ
ャ
ー
キ
ル
・

リ
ッ
ラ
ー
」
の
称
号
を
名
乗
っ
た
。
九

四
五
年
に
鋳
造
さ
れ
た
こ
の
地
方
の
貨

幣
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
カ

リ
フ
の
名
を
記
し
た
場
所
に
「
シ
ャ
ー

キ
ル
・
リ
ッ
ラ
ー
」
の
名
を
刻
ん
で
い

る
。
抵
抗
に
業
を
煮
や
し
た
フ
ァ
ー

テ
ィ
マ
朝
は
、
九
五
八
年
に
討
伐
軍
を

送
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ト
フ
は
捕
ら

え
ら
れ
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の
当
時
の

首
都
マ
ン
ス
ー
リ
ー
ヤ
（
現
チ
ュ
ニ
ジ

ア
）
に
連
行
さ
れ
、
檻
に
入
れ
ら
れ
た

ま
ま
街
中
を
引
き
回
さ
れ
る
辱
め
を
受

け
た
。
王
朝
は
そ
の
後
二
代
で
滅
亡
し

た
⑴

。

　

貨
幣
が
抵
抗
の
道
具
と
な
る
事
例

を
、
後
世
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
も
み
る

こ
と
が
出
来
る
。
一
八
三
〇
年
の
ア
ル

ジ
ェ
陥
落
以
降
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
フ

ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
侵
略
を
受
け
る
が
、

征
服
戦
争
に
対
す
る
最
大
の
抵
抗
指
導

者
は
、
西
部
マ
ス
カ
ラ
出
身
の
ア
ブ

ド
ゥ
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
（
一
八
〇
七
〜
八

三
年
）
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ュ

ジ
ョ
ー
将
軍
と
の
間
に
タ
フ
ナ
協
定

（
一
八
三
七
年
）
を
結
び
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
西
部
と
中
部
の
大
半
の
主
権
者
と

さ
れ
た
若
き
指
導
者
は
、
オ
ス
マ
ン
政

庁
の
敗
走
後
、
分
裂
状
態
に
あ
っ
た
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
西
部
の
政
治
的
統
合
を
試

み
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
は
、

彼
の
権
威
に
服
従
し
な
い
諸
勢
力
と
戦

い
、
平
定
し
た
地
域
に
彼
の
代
理
人
で

あ
る
知
事
（
ハ
リ
ー
フ
ァ
）
を
置
い

た
。
裁
判
官
（
カ
ー
デ
ィ
ー
）
に
よ
る

イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
を
導
入
し
、
司
法
制

度
の
統
一
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ン

ス
軍
に
対
す
る
ジ
ハ
ー
ド
を
支
え
る
武

器
工
場
も
建
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
努

力
と
並
行
し
て
、
貨
幣
鋳
造
所
が
作
ら

れ
、「
ム
ハ
ン
マ
デ
ィ
ー
ヤ
」「
ニ
ス

フ
ィ
ー
ヤ
」
と
い
う
独
自
の
貨
幣
が
鋳

造
さ
れ
た
（
写
真
1
）。
ア
ブ
ド
ゥ
ル

カ
ー
デ
ィ
ル
の
運
動
が
「
国
家
」
建
設

の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
形
容
さ
れ
る
の

は
、
彼
が
敷
設
し
よ
う
と
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
中
央
集
権
的
性
格
に
基
づ
く
。

　

抵
抗
も
空
し
く
、
一
九
世
紀
末
に
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
北
部
は
フ
ラ
ン
ス
の
海
外

県
と
し
て
併
合
さ
れ
、
植
民
地
で
は
な

く
国
内
扱
い
と
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

系
入
植
者
が
農
場
を
経
営
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
風
の
新
市
街
が
建
設
さ
れ
、
市

議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス

国
内
と
同
じ
貨
幣
が
流
通
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
の
象
徴
で
あ
る
女
性
マ
リ

ア
ン
ヌ
を
刻
ん
だ
、
フ
ラ
ン
通
貨
で
あ

る
。

●�

貨
幣
か
ら
み
え
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
シ
ン
ボ
ル

　

八
年
間
の
激
し
い
戦
争
を
経
て
、
一

九
六
二
年
に
晴
れ
て
独
立
し
た
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
や
シ

ン
ボ
ル
を
用
い
た
貨
幣
デ
ザ
イ
ン
が
多

特 集

途上国とコイン

コ
イ
ン
に
み
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の

歴
史
と
政
治

渡
邊
祥
子
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く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
地
域

を
代
表
す
る
動
物
（
馬
、
フ
ェ
ネ
ッ
ク

ギ
ツ
ネ
、
ラ
ク
ダ
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、

象
、
鷹
、
ラ
イ
オ
ン
、
ガ
ゼ
ル
）
の
図

案
も
多
い
。

　

貨
幣
に
用
い
ら
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ

は
、
し
ば
し
ば
国
家
と
国
民
統
合
を
象

徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
を
記
念
す
る
コ
イ

ン
は
、
一
〇
周
年
（
五
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル

硬
貨
、
麦
穂
と
石
油
プ
ラ
ン
ト
）、
二

〇
周
年
（
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬
貨
、
ア

ラ
ビ
ア
語
で
「
私
の
祖
国
よ
、
お
ま
え

の
た
め
」）、
二
五
周
年
（
一
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
硬
貨
、
一
九
八
二
年
に
ア
ル

ジ
ェ
に
建
設
さ
れ
た
独
立
記
念
塔
）、

四
〇
周
年
（
一
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬

貨
、
馬
と
ヤ
シ
の
木
）、
五
〇
周
年

（
二
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬
貨
、
男
女

の
横
顔
、
三
日
月
と
星
、
独
立
記
念
塔

と
列
車
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
と
、
構
図

を
変
化
さ
せ
な
が
ら
発
行
さ
れ
続
け
て

い
る
。
一
九
五
四
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

独
立
戦
争
開
始
を
記
念
す
る
コ
イ
ン

も
、
二
〇
周
年
（
五
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬

貨
、
戦
う
兵
士
と
「
一
一
月
一
日
」［
独

立
戦
争
開
始
の
日
］）、
三
〇
周
年
（
五

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬
貨
、
歯
車
と
麦
穂
、

三
日
月
と
星
を
包
み
込
む
手
）、
五
〇

周
年
（
五
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬
貨
、
戦

う
男
女
の
兵
士
と
三
日
月
と
星
の
シ
ン

ボ
ル
、
裏
面
に
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
平

和
、
科
学
、
労
働
」）
の
も
の
が
存
在

し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
転
換
点

と
な
っ
た
一
九
四
五
年
の
セ
テ
ィ
フ
・

ゲ
ル
マ
事
件
⑵

か
ら
三
〇
年
を
記
念
す

る
五
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬
貨
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
対
仏
抵
抗
運
動
に
関
す

る
コ
イ
ン
が
多
い
の
も
、
長
い
植
民
地

支
配
か
ら
の
解
放
の
歴
史
が
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
核
を
な

す
、
こ
の
国
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　

独
立
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
国
づ
く
り
を

象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
も
数
多
い
。
四
カ

年
計
画
（
第
一
次
一
九
七
〇
〜
七
三
、

第
二
次
一
九
七
四
〜
七
七
）、
五
カ
年

計
画
（
第
一
次
一
九
八
〇
〜
八
五
年
、

第
二
次
一
九
八
五
〜
八
九
年
）
を
記
念

す
る
コ
イ
ン
は
、
ど
れ
も
歯
車
と
麦
穂

の
な
か
に
数
字
で
年
代
を
配
し
た
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
が
「
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
」
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
忠
実
に
実
行
し
て
い
た
時
代

の
遺
産
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
発
行
の

一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
硬
貨
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
を
中
央
に
麦
穂
と
握
手
を
交
わ
す

二
つ
の
手
を
周
囲
に
刻
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
は
ブ
ー
メ
デ
ィ
エ
ン
大
統
領
（
在

職
一
九
六
五
〜
七
八
年
）
が
推
進
し
た

「
農
業
革
命
」
を
示
し
て
い
る
（
写
真

2
）。
こ
の
政
策
に
よ
り
、
大
土
地
所

有
者
の
農
地
が
国
有
化
さ
れ
、
協
同
組

合
に
よ
る
農
業
生
産
が
促
進
さ
れ
た
。

　

社
会
主
義
政
策
の
行
き
詰
ま
り
の
結

果
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
一
九
八
〇
年
代

末
に
自
由
主
義
経
済
に
転
換
す
る
。
一

九
八
八
年
の
大
衆
蜂
起
を
き
っ
か
け
と

し
た
民
主
化
の
実
験
、
一
九
九
〇
年
代

の
凄
惨
な
内
戦
と
、
激
動
を
経
験
し
つ

つ
、
対
仏
独
立
戦
争
の
主
体
で
あ
っ
た

Ｆ
Ｌ
Ｎ
（
民
族
解
放
戦
線
）
が
現
在
も

政
権
の
座
に
あ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
。
今

後
こ
の
国
で
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
刻
ま

れ
、
な
に
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
残
さ
れ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。

（
わ
た
な
べ　

し
ょ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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⑵�

一
九
四
五
年
五
月
八
日
に
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
東
部
で
起
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
当

局
に
よ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
デ
モ
隊

へ
の
大
弾
圧
事
件
と
、
そ
れ
に
端
を

発
す
る
武
力
衝
突
事
件
。

写真 1　�アブドゥルカーディルの貨幣�
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左「神の宗教はイスラーム」右「タグデムト〔アル
ジェリア南西部〕にて 1252 年〔西暦 1836 ／ 7 年〕
鋳造」

（出所）�Mounir� Bouchenaki,� La monnaie de l’Emir Abd-el-Kader�
(Algiers:�SNED,�1976),�34,�PlancheII.

写真 2　�独立後の貨幣�
　（1972 年）

トラクターと麦穂、労働と連帯を表す握手
（出所）�N u m i s t a . c o m , � “ 1 � d i n a r � FA O,” � h t t p : / /

fr.numista.com/catalogue/pieces1753.html
（2013 年 5 月 23 日閲覧）.
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